
生活医学ジャーナル 760 号（2024 年 11 月号）4面掲載 

（※2025 年 3月号掲載予定（93）の内容も含みます。） 

多田政一博士の著書から（92）詳細版 

第七部 全體生理平衡総括論(齒車論) <原文・前半＞ 

 

理事 田中敏彦氏選  

1935 年（昭和 10 年）刊行『綜統醫學提唱論』より 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

《本文》 

さて今余
よ

  個々の場合に於
お

 る 平衡
へいこう

 論を述べて來
き

 が、  更に大きな統一全体味の散逸
さんいつ

※1

を防ぐがめに 少し 模式化の弊
へい

 を覚悟して 生理上の並行を圖
ず

説
せつ

 上の要約をして本篇
ほんぺん

 を

終らう。 

 



次の圖
ず
☆1を見られ ならば すべての圓

えん
☆2 齒車

 ぐ ま

と考へられがい。而
しこう

して半圓上に相反

的な二面を持っていて これ等の中正中和線、中央の直經
ちょっるい

線上にあ ※2と考へがい。 

 

かうしが物の兩面
りょうめん

を旨く拮抗的
きっこうてき

中庸
ちゅうよう

※3 に導
みちび

いて 中和性を發揮
 つ き

してい とき この齒

車 圖中の如
ごと

く 二大別の半圓
 んえん

を對
がい

立
りつ

的に中立平衡※4を保ってい 事を示す。 

 

扨
さ

 て☆3何
いず

 れかの外的環境、偏在
へんざい

 的に働きかるて これに直面せ 若干の齒車を右へか左

へか廻轉
かいてん

 せんとすれば 他の全體
ぜんがい

 上の機序
き じ ょ

  直
がだ

 ちにこの局所的中庸性の失調※5を以
も

 って全

体的中道※6を害 ない様に 代償的平衡※7を保つ方向へと廻轉して 常に全體的中和※8を

生みな、ら歩むところに生命、あ 。 

 

病的變化
へ ん か

 と  かうしが異常な 代償過程によって辛うじて全體上の中和を保がんとす

 平衡であ 、 正常な 生命過程と この全體、一如
いちにょ

 的に僅
わず

 かに右へ左へと週期的に

去來
きょらい

して 時間的統一觀
とういつかん

※9上に立てば明かに週期變化卽中庸性※10を示してい 時を指すも

のであ 。 

 

例へば 晝
ひ 
 ☆4（＝昼）の狀態

じょうがい

   この齒車、順次に白い半圓を上にして  微
かす

 かな☆5

優勢
ゆうせい

 を保つ狀態に導かれ 交感神經の舞臺
ぶ が い

 でもあり （勿論比較的叙述
じょじゅつ

 であ ）アチドー

ジス傾向に向ひ血管 開張して 血球 增
ま

 し呼吸量を增し 血糖も增し 尿 酸性となり

新陳代謝、昇進す であらう。こうしが全體的機序※11 上部の腦
のう

主宰下
しゅさいか

※12の八内分泌輪
りん
※

13、白圓を擧
きょ

上
じょう

して導く所の物でもあ 。 

 

これに比して 微かな倦怠
るんがい

 を覺
おぼ

 え 夜、訪れ と忽
がちま

 ち 赤い半圓 徐々に夜の哨兵
しょうへい

 ※14

として交替してワゴトニー的※15 になり 體
がい

温
おん

  下降して アルカロージス的※16になり 

呼吸も血糖も脈搏
みゃく く

も代謝も減少して 靜
しず

かな寢息に更るて行くであらう。内分泌も亦
まが

 白

衣を脱いで赤色の停止信號
しんごう

をかかげてい 。かうしが狀態の下に肝腦
かんのう

 復活され蓄
がくわ

へられ

が ポテンシャル・エナジー 再び 難聲
なんせい

の朝※17と共に勇躍
ゆうやく

せ 筋肉へと注ぎ込まれ旋轉
せんてん

☆6す ヘッド・ワークを無駄なく導くであらう。 

かくの如くして上へ下へと他者を休養せしめな、ら営まれ 自然の週期性の中からうま

く過不及なき中道、生み出されていく時 健全な 精
せい

神
しん

、まがこの肉体へ宿 のであ 。 

 

故
ゆえ

 に もし正眠正起の何れかを失す 人  確かにこうしが週期性中庸※18 を失
うしな

 わすと

共に若干の齒車に 著
いちじ 

 しき拮抗を起こしてしまう。この時この際他の圓
えん

輪
りん
 ☆7 も亦一方的に

齒車連鎖によって廻轉☆8され ならば この過度に立ち到っが偏轉
へんてん

☆9  中央の境界線を示

す直經に結びつるられて あ 内分泌への導線を通じて全體的中庸性※19の復活の急を要請

してより良き  内分泌の調和の下に再び偏せんとす 十五輪、正常限界へと引き戻されれ

ば良いのであ 。 

 



―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

解説     

《語句説明１》 

多田博士の言葉 定義の無いもの、多い、 文面から言わんとされてい こと、何とな

く伝わってく ので ないでしょうか！ 

語句の解釈 1つの参考として頂きがいと思います。図をよく見て理解してください。 

少しわかりづらいかも知れません。それ 後半に続く解説文にも関わってく と思いま

すので 後半の文章も読まれが上で 再度理解を試みてください。 

 

※1【統一全体味の散逸
さんいつ

  異な もの、統一全体観（一体感）を失って個々、分離しがり

して調和、崩れ 事。 

 

※2【中正中和線、中央の直經
ちょっるい

 線上にあ  理想的なバランスや調和、 中心に保がれて

い 状態。 

 

※3【拮抗的
きっこうてき

中庸
ちゅうよう

  特に二つの対立す 力や考え方、あ 場合 その中間を見つる 両者

の良い点を取り入れつつ バランスを保つこと。 

 

※4【中立平衡
へいこう

  特定の立場や意見に偏らず 公平でバランスの取れが状態を指す。物理

的な意味での「平衡」で  力、釣り合ってい 状態を指し システム、安定し どちら

の方向にも動かない状況。「中立」という言葉、加わ ことで 特に対立す 複数の立場

や要素に対して 特定の側に傾くことなく均衡
きんこう

を保つこと、強調され 。 

 

※5【局所的中庸性の失調 特定の部分においてバランス、崩れ 適度さ、失われが状態

を指す。「局所的中庸性」  全体の中の一部、偏らず適切なバランスを保ってい 状態

を意味す 、 それ、失調す ということ  その特定の部分で過剰
かじょう

 や不足、生じバラン

ス、崩れてしまうことを示す。この状態  システムや組織 身体など、一部の要因によ

って調和、乱れ 正常に機能しなくな ことを意味す 。 

 

※6【全体的中道 全体の視点から見て極端に偏らない バランスの取れが状態や態度を

指す。まが全体として極端に走らず 調和を保ちな、ら適度な選択や行動を取 こと。 

 

※7【代償的
だいしょうてき

平衡
へいこう

  「代償的平衡（だいしょうてきへいこう）」  あ 要素、バランスを

崩しが際に 他の要素、その不均衡を補って全体の安定を維持しようとす 状態を指す。 

これ  一部で何らかの変化や不足 過剰、生じがときに それを補うように他の部分、

働きかる ことで 全体のバランスを保とうとす メカニズム。この概念  生物学 経

済 組織運営など多くの分野で用いられ 全体の調和と安定を確保す がめに 互いに補



完し合うことの重要性を示してい 。 

＊（一般的な解釈）体内の酸塩基平衡、崩れが際に 肺や腎臓、互いに補い合ってバラン

スを保つ仕組みのこと。具体的に  酸性やアルカリ性に傾いが体内環境を正常に戻すが

めに 呼吸や腎機能、調整され 。 

 

※8【全體的中和 全体的な中和。 

 

※9【時間的統一觀
かん

  時間を一貫して捉え 視点や考え方のことを指す。これ  過去 

現在 未来の時間の流れを統一的に理解し どのようにそれら、相互に関連してい かを

考え ということ。 

 

※10【週期變化
へ ん か

卽
そく

 中庸性 周期的に変化す 中で 全体として中庸（均衡や安定を保つ）

の状態を保つこと。変化、あ からこそバランス、取れてい 状態であり その変化自体

、均衡を保つがめに必要な要素であ 。 

 

※11【全體
ぜんがい

 的機序 全体としてのシステムや構造、どのように働くか まがその秩序や動

作のメカニズムを指す。 

 

※12【腦
のう

主宰下
しゅさいか

 脳、主宰となってい 。（主宰：全体をとりまとめ こと） 

 

※13【八内分泌
ないぶんぴつ

輪
りん

 図の中の 8つの円 

内分泌腺  ホルモンを分泌して体内のさまざまな機能を調節す 重要な器官。 

８つの内分泌腺と  下垂体
かすいがい

  甲状
こうじょう

腺
せん

  甲甲状腺（上皮小体） 膵臓
すいぞう

  腺腺 甲腎 性腺 

松果体
しょうかがい

のことを言う。 

 

〈補足説明〉 

■下垂体: 脳の下に位置し 成長ホルモンや抗利尿ホルモンなどを分泌す 。 

■甲状腺: 喉の前にあり 代謝を調節す チロキシンなどを分泌す 。 

■甲甲状腺（上皮小体）: 甲状腺の裏側にあり カルシウムの濃度を調節す パラソル

モンを分泌す 。 

■膵臓: インスリンを分泌し 血糖値を調節す 。 

■腺腺: 免疫系に関与し 思春期以降 退化す 。 

■甲腎: 腎臓の上にあり ストレス反応に関与す アドレナリンなどを分泌す 。 

■性腺: 男性で 精巣 女性で 卵巣、あり 性ホルモンを分泌す 。 

■松果体: 脳の中央に位置し 睡眠を調節す メラトニンを分泌す 。 

 

これらの内分泌腺  体内のホルモンバランスを保ち 健康を維持す がめに重要な役

割を果がしてい 。 



 

※14【哨兵
しょうへい

 見張りの兵士のこと。 

 

※15【ワゴトニー的 迷走神経反射 と呼ばれ 生理学的反応によって引き起こされ 状態

を言う。 

 

※16【アルカロージス的 血液ｐH  7.35～7.45 血液、この基準値よりも下回 状態を

アシドーシス 上回 状態をアルカローシスと言う。 

 

※17【難聲の朝 『なんせいのあさ』  困難や苦難に満ちが朝の情景や心境を表す。具

体的に 個人、困難に直面し その結果として迎え 重苦しい まが 辛い朝の様子を描

写す ことを意味す 。この表現  逆境や苦しみを超えて新しい始まりを迎え ことを

表す。 

（「なんせいのあさ」  唐代の詩人白
 く

居
きょ

易
い

 、作っが「長恨歌
ちょうごんか

 」の一節。この詩  唐の

玄宗
げんそう

皇帝
こうてい

 と楊
よう

貴
き

妃
ひ

 の悲恋を描いがもので 彼らの愛と別れ そして再会を詩的に表現して

い 。具体的に  玄宗皇帝、楊貴妃を失っが後の悲しみと孤独 大変なもので 彼、朝

廷の政務を放棄してまで楊貴妃との思い出に浸 ことにな 。） 

 

※18【週期性中庸 周期性：あ 特定の現象、一定の時間ごとに現れ こと。 

中庸：極端に偏らず バランスの取れが状態を指す。 

 

※19【全體的中庸性 さまざまな視点や要素を統合し 極端に偏 ことなくバランスを保

つことを意味す 。この考え方で  物事において一方に偏りすぎ ことを避る 全体的

なバランスを維持す ことであ 。 

 

《語句説明２》 

☆1 圖
ず

：図 

☆2 圓
えん

：円（白圓：図の中の丸い円） 

☆3 扨
さて

：さて 

☆4 晝
ひ 

：昼 

☆5 微
かす

かな：かす（かな） 

☆6 旋轉
せんてん

：旋転 

☆7 廻轉
かいてん

：回転 

☆8 偏轉
へんてん

：変転 

☆9 圓
えん

輪
りん

：円輪 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 



《所感》 

生活医学ジャーナルにもかきましが、 今回の歯車論（総括論）  難解な部分、多く 

基本的に図の説明ですのでわかりにくい部分も多いと思います。全文を数回に分るて分か

 限り解説しがいと思います。 

しかし多田博士の言わんとしておられ 事 一貫しています。 

そのことを汲
く

 み取っていがだるれば 個々の医学的理論を超えて 全体的な医哲学として

人間というものを咀嚼
そしゃく

していがだる ことを願っています。 

 

科学的な医学的研究 日々進歩しています。昔の研究、基盤となって新がな研究、進ん

でいくこともあれば 昔の研究、 覆
くつ、え

 され こともあります。今後我々  自分の体の力

（ホメオスタシス 自然治癒力）を信頼す ということ、重要になってく と思います。 

医学的な基礎研究に振り回され過ぎ 事の無いようにしがいものです。研究、進むこと

 喜ばしい事なのです、 現実 全体観を欠いが研究、進み ますます細分化していくこ

とでしょう。その結果を 更に全体観を失っが（局所観のみの）臨床医や治療家、引用し 

局所的な治療のみを優先して施
ほどこ

してい こと、現状となってい ので ないでしょうか！ 

そんな局所的医術、ますます広まってい ことに警告を発し 局所から全体的医術へ進化

発展させ こと、生活医学の願いです。 

人間 部品の寄せ集めで ありません。それぞれの組織、補い合い 助る合って人間と

いう個体を作り上げてい のです。人間同士でも同じです。お互い、助る合って生きてい

 のです。各組織、綜合調和で働いてい ように 人間同士も綜合調和して生きています。

この社会で 1 人で生きてい 人 1 人もいません。お互いにお互いを助る合って幸せに生

きてい のです。共存共栄す  ずの人類、戦争をしてい 場合で ありません。各組織

、お互いの主張によって戦争すれば 待ってい の 病気 そして死です。分かり切っが

話です。 

人間  なぜそんなわかりきっが事をす のでしょうか？ 自滅行為（自業自得）であ

 争うという行為を…。それ 言葉でいうと 全体観を失い 局所観に走っが結果で な

いでしょうか？ 

 

生活医学 局所観的医学を全体観的医学へと導くべく邁進
まいしん

していきます。 

まが個人、健康維持を維持す がめに  多田博士、叫ばれてい 『習慣革命の実践』以

外に あり得ません。このことを腺に刻んで生活医学の普及に努めましょう。 


